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r
c
e

 

el: sur la fecondt6de la classe 

で retendue 

sterile,

d
a
r
g. H

•を 

同t
l

十
：一

月
號
に
揭

.げ
、直

.に

w.
w

p

o

i s M
6
m
o
I
r
e

 

de 

M
.

 

H
.

を
草

し
て

塑
年

」

月
號
の
誌
上 

に
之
を
駿

_

し
た

&

。

'

是
時
：ょ

: !
>

:

是
，に

對

す

る

贊
.通
の
論
喧
し
く
，

Q
u
e
s
n
a
y

は
猶
ほ
»
次
筆 

を
執

&

て
自
說
の
爲
。め
に

»

:

じ
：た
办
。
就
中
そ
の
最
も
詳
細
な
る
を
、商
業
に
關
し
、手
工
業
者 

の
，勞
働

I:
關
す
る
！

一

篇
の
對
話

Dialogues 

entre 

M
.

 

H
.

 

et 

M
.

 

N. 

(
J
o
u
r
n
a
l

一
七
六
六
年
六
月
及 

十

1
H.
號
所

*

。Oeuvres E
c
o
n
o
m
i
q
u
e
s
e
t

 philosopht

hQues 

de 

F
.
o
u
e
s
n
a
y
.

 

PubK
6
e 

avec 

u
nn)
:intro

duction et des notes par 

A
u
g
u
s
t

nJ'
o
i
c
k
e
n

 
1
800
8 po. 

4
4
6
- 4

9
3
, 

5
2
6
- 5

5
4
)

t?
'

す
。
反
對
論
者
を
率
ゐ 

た
る
は

G
o
u
m
a
y

派
の
右
翼
に
し
て
、

Forb§
na{s

及

^

M
o
n
t
a
u
d
o

s.n

は
.、或
は

J
o
u
m
a
l

m

h
、或
は

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
I 

.

.

.

. 

.

Gazette 

d
u

 

C
o
m
m
e
r
c
e

 

.紙
上
に
：於
て
，所

謂

商

工

*-
の
輕
蔑
に
抗
議
し
た
り
。

Q
u
e
s
n
a
y

等
は
之

に
對

'1
>

て
生
產
ペ

%

階
級
不
生
：產
的
階
級

0
@

別
は
商

H

業
は
單
に
素
材
の
變
形
、又
は
位
：置
の

- 

; 

- 

-
• 

.

.

.

轉

，換

を

栉

ふ

、に
過
：ぎ
ざ

る
.に

反

し

て
、農

：業

.は

素

材

の餘
剩
を

生
す

る
の
差
異
を
指
示

す
る
に 

Jh
か

'̂

て
，
何
等
菔
卫
業
階
級
に
對
す
な

«

蔑
.
0>
意
.を
{興
す
る
こ

^，
な
ざ
を
辯
じ
た
る

も
、
反
對



.的
な

^V

 

V
J

し
て

.、君

‘王
、文
：
武

官

、
僧
：：侶
、
法

律
.；家
、文
:±
、
_

人
、僕
婢
以
勞
働
の
不
生
產
的
な
る
ど
相
對 

せ
し
め
た

^

1

H 

P.: 3
14)。

旣
.に
"生
產
的
不
生
產
的
の
區
別
を
此

S

に
求
む
る
時
は
、フ
ィ
ジ 

ォ
.ク
ラ
ァ
ト
の
純
收
益

.論
の
容
認

.し
*

き
は
言
を
俟
た

t

故
に
彼
れ
は
つ
一

j

手
工
業
者
並
に 

商
^

の
階
級
も
年
冷
其
自
ら

.消
®

す
る
丈
け
の
も
の
を

®

生
產
し
、少
ぐ
も
之
を
維
持
す
る
資 

本
を
保
存
す
る
を

«

て
、之
を
不
生
產
的
な
り

5

謂
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ

^
、H

人
の
子
女
を
生
む 

夫
婦
の
ニ
人
の
子
女
を
生
む

.夫
，婦
ょ

り
も
■一 

.
'層
生
產
的
な

h

亡
稱
す
る

こ

と
.

を
得

ベ

き

も

、
一
一 

火
の
子
女
名
猶
ほ

*

人
ロ
を
維
持
す
る
に
见
る
を
以
て
、之

I:
'
全
然
不
生
產
的
な
ぅ
ビ
な
す
べ 

か

ら

，ざ

る

に

同

じ。:(1 
ー
«;
婢
の
勞

'働)

.ヒ
異
な

彡

、手
工
業
者

®

造
者
、商
入
の
勞
働
は
、賣
質
し
得 

ベ：き
商
品
に
體

現

し

域

っ

；：て
：其

生

浩

費

の

，價

値

を

償

却

す

。

(

三)

手
工
業
遨
製
造
若
及
び
商
人 

の
努
働
：は

..如
：何
，な

る

©

定
の
下
に
施
て
も
、社
會
の
：眞
所
得
を
增
加
せ
し
め
ず
と
謂
ふ
べ
か
ら 

す
。

(

四)

農
業
家

!]
]

園
勞

»
:*
も
饰
約

p
s
i
i
n
y

を
行
ふ
こ
と
な
く
し
て
其
社
：食
の
眞
所
得
、即 

.土
：地

■と
勞
働
；ビ
の
年
磁

_

を
增
：加

〈

せ
し
む
る
こ
ピ
能
は
ざ
る
點
に

.於
七
は
、手
エ
業
者
、製
造
者 

及
び
商
人
夂
槔
ぶ
ど
こ

‘

ろ
な
し
。
竽
エ
業
着
製
造
考
及
び
商
人
に
じ
て
、̂
し
土
地
所
有
者
耕 

作
者
ょ
ド
も

.節
約

.，を

好

む

傾

向

あ

，
b

と
せ

' ば
€

の
社
會
に
於
て
赝
傭
せ
ら
る
、
有
用
勞
働
の

第十七
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0

ァ
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ミ
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秫
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セ
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‘笫
十
七
翁
へ

5

四
六
ン
論
訛
ア
グ

I

ミ
ス

論補遺
 

，

第

>\
號 

六

o
遺
8

を
其
機
關
ビ
な
す
に
至
れ

，

(
O
p
c
k
e
t
v

 G
e
s
c
H
c
h
t
e

 

der 

politischen 

o
e
k
o
n
o
m
i
e

 

り
 2

5
. 3
3
1)。

A
d
a
m

 

s
l

h

は
'

七
六
五
年
十
二
月
中
旬
巴
里
に
來

A

て
、此
地
に
滯
留
す
る
こ
ど
十
月
餘 

に
及
ベ
み

o

故

に

上

記

ノ

イ

；ジ

オ

ク

ラ.ア
ト
ミ
反
：

*

論
：者
と
の
論

#

は
、實
に
彼
れ
の
目
前
に 

f

は
れ
た
る

もの
な
り
。
：彼
れ
が
新
に
勞
働
中
生
產
的
な
る
も
の
と
木
生
產
的
な
る
も
の
ビ 

あ
る
こ
ビ
を
思
ふ

:(
:

至
れ
る
は
異
し
む
を
須
ゐ
ず
。
た

 ̂Q
i
n
a
y

等
が
特
に
不
生
產
的
階
級 

の
.
語
に
は
贬
斥
の
章
な
き
こ

ビを
猶
說
し
た

.る
に
拘
ら
す

、A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

が'

フイ
ジ
オ
ク
ラ
ア 

.ト
の
：學
說
を

.
_
介

;1
:て
尨
階
磁

.ぎ

$

1

は
土
地
所
有
者
の
階
級
な
り
。
第
二
は
设
等 

•が

生
：產
的
階

.級

な

：る

特

：別
©
*
呼

を

：、以
：ポ

敬

袁

し

た

：

.る
耕

.作

者

鸹

業

家

及

み

.田

園

勞

働

者

の 

階
級

.な
り
。，

％

三
は

'手

業

；者
、製
造
家

.友
び
商
人
の
階
級
に
し
て
彼
等

(

.フ/イ
ジ
オ
ク
タ
ア
上 

は
之
を

不«

叉
は
不
生
章
的
な
る
蔑
稱

^

以
て
贬
斥
せ
ん
と
努
む

(they 'endevour 

to 

d
e
g
r
a
d
e

 

.cr
y
^
e
h
u
m
n
i
a
t
i
n
g

 

a
ppdlation 

of the 

barren or unproductive 

class)

-ビ
云
、
る

^
'
{
w
e
a
l
t
h

 

of Nations 

C
a
n
n
a
n

 

edition . V
O
L

 

H

 

pp. . 1
6
2
-
3
)

不
用
意

0

識
を
免
れ
雛
し
。

，

.:

>

^

3co
p
.
t
hは
.前

，號

所

樣

拙

稿

中

にS

へ
る
如
ぐ
、生
產
的
勞
働
ビ
不
生
產
的
勞
働
ど
の
區 

別
を
、勞

働

の

緖

果

：が

其.體
物

‘；ヒ

し

で
«

‘
や
否
や
の
點
ば
求
め
、農
土

.商
業
上

CO
勞
働
を
生
產



•j 

.七
五
九
年
に
印
刷
せ
ら
れ
ニ

 

•八
九
四
年

B
r
i
t
i
s
h

 

E
c

o
n

o
m

i
c

 

A
s

s
o

c
i

a
t

i
o

n

の
寫
眞
版
祓
刻
に 

依
て
世
に
知
ら
れ
た
る

T
a

b
l

e
a

u

 

E
c

o
n

o
m

i
q

u
e
、

劳
し
く
は
是
ビ
略
同
一
な
る

>

m

i
 d

e
s

 

H
o

m
m

e
s

又 

は

P
h

i
l

o
s

o
p

h
i

e

 

R
u

r
a

i
e

中
に
公
に
せ
ら
れ
た
る

T
a

b
l

e
a

u
x

 

E
c

o
n

o
m

i
q

u
e

s

の
®

人
に
敎
ふ
る
と
こ
ろ 

は
何
せ
。.
姑
ら
く

㈣

表
の
前
痺
ビ

.

な
れ
る

®

條
件
.を
杀
認
す
る

.
t e

は
、
®

人
の
，最
も
理
解
し
易 

き
は
、®
飾

の
奢
；侈
は
，國
を
破
，滅
せ
し
む
の
結
論
是
な
り
。
經
濟
表
は
中
央
に
純
收
益
、即
ち
地

. 

主
の
：所
得

'

金
額
を「

揭
.

げ
、先

.

づ

そ

の
.

一：
半
の
；.

農
產
：物
購
入
の

.

爲
め
农
の
方
生
.瘅
的
階
級
に
支
柳 

は
る
、
こ
ど
を
點
線
を
以
て
示
し
、殘一一る：一；半
の
エ
藝
品
、又
は
外
國
靡
物
の
購
入
の
爲
め
右
の 

方
不
生
産
的
階
級
に
支
拂
は
る
、

t

 

e

を
同
じ
く
點
線
を
以
て
：示
し
、次
で
生
產
的
階
級
不
生 

產
.

的
階
級
亦
同
じ
ぐ

.

其
宇
：中
に
歸
し
た
る
，金
额
の
一
半
を
農
産
物
の
購
入
に
、

®

る
一
半
を

X

 

業
品
其
の
他
の
臟
入
に
投

.

ず
：る
も
の
ヒ

0

31
に
斯
の
如
く
に
し
て
生
章
的
階
級
及
び
不
生
輝 

的
階
級
に
流
入
せ
る
金
額
は
、更

」

に
：谷
ニ
等
分
せ
ら
れ
て
對
岸
に
流
入
し
、斯
く
し
て
最
後
の
一 

錢

(
d

e
r

n
i

e
r

 

d
e

n
i

e
r

)

に
至
つ

'

て
始
め
て
已

-

む
•

も
の
ビ
し
て
、中
央
に
於
い
て
相
交
錯
す
る
二
條
の 

點
線
電
形
>
:
描
き
た
り
。
.今

Q
g

s
n

a
y

M

は
生
：產
的
階
級
の
支
出
は
、毎
：

.

囘
十
割
の
純
收
益
を

^

 

ず
る
も
の
士
假
定
す
。
故
に
右
點
線
の

.

屈
.

折
每
に
產
出
せ
ら
る
、
純
收
益
の
合
計
は

、
^

め
地

笫
十
七
卷

(

一a

P M

九
'
 

論
骯
ァ
ダ
ム
ゅ
ス
ミ
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論
補
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2
三四八

)

.論

餽

T-
ダ
f

ス
ミ
ス
論
補
遺
 

0

J
 

{

量
を
增
如
せ
し

め

、

從
つ
て
其
眞
所
得
を
增
加
せ
し
ひ
る
乙
ビ
も
亦
ー
層
大
な
り
ビ
せ
ざ
る
ベ 

か
ら
す
。

.(

五)

各
國
住
民
の
所
得
は
、其
國
の
產
業
が
獲
得
す
る
生
活
資
料
の
最
を
以
て
成
る

も 

の
な
る
に
、街
業
及

.

び
エ
業
を
營
む
國
の
所
得
は
、常
に
商

J C

業
^

き
國
.の
所
得
よ
々
も
大
な 

.i

國
林
商
エ
業
に
依
て
、耕
’

作
の
現
，狀
の
下
に
於
て
、自
國
の
土
地
が

.

產
出
し
#
る
よ
り
も
多
く 

の
性
活
資
料
を
輸
入
す
る
こ
と
を
得
せ
の
五
條
を
以
て
、

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の

說
の
容
涊
し 

剗
き

a

*
ど
な
せ
上

 V
O

L

 

I
I

 

a

v
 1

7
2

-
1

7
7-。

A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

は
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ケ
ト
の
純
收
益
論
を
容
認

せず

。
.
然

れ

ど

も

勞

働

に

生

產
 

が
な
る
も
の
ミ

.不
生

M

的

衣

；る

も

の̂

ぁ
る
こ
と

«
、新
に
之
を
認
む
る
に
至
り
し
を
以
て
、此 

觀
よ

^

じ
て
フ
イ
ジ

：

オ
ク
ー
フ
：ア
：ト
ビ
相
通
す
る
ビ
乙
ろ
*
る
結
論
に
到
達
す
る
は
異
し
む
に 

足
-ら
ざ
名
な

6
. 

o 

:

旣
：に
生
產
的
勞
働
ビ
不
生
產
的
勞
働

V

の
區
別
を
認
む
る
以
上
は
、少

く
 

4
0 

: »
經
«

的
概
地
よ
：り
す
れ
ば
、

4
:

國
.の
射

H

或
は
其
料
と
し
て
或
は
其
勞
働
明
具

V

し 

て
成

^

ぺ
く
之
を
不

'生

;*
的
勞

«

者
よ
り
も
法
產
的
勞
働
者
を
し
て
、利
用
せ
し
む
る

Z
 

士を 

可
ヒ
せ
ざ
る
ベ

f

 

t

Lo
m

k

hも
フ
イ
ジ
オ
ク
.ラ
ア
ト
も
共
に
支
出
の
不
生
產
的
勞
働
者
を 

養
ふ

A

の
を
、或
は
浪
費
、或
は
奢
够
ビ
し
て

.排
斥
す
る

®

に
於
て
相

j

致
す

o



-
T
a
b
l
e
s

 

E
c
a
n
o
m
i
q
u
e

附
屬
の

.Observations 

Ittlportantes 

.中
に

.も
虛
飾
の
.奢
侈
の
害
を
說
け 

日
'
.く
、「

所
得

r

荷
者

:1
# :
0

中
一
に
は

.
'甚
だ
富
有
に
し
て
、®
格
最
高
き
生
產
物
を
消
费
す
る
も
の 

あ
ぅ
。：
さ
れ
ば
彼
等
が
消
费
す
る
生
產
物
の
量
は
、を
れ
ょ
り
も
低
廉
な
る
價
格
を
以

1:
他
の 

諸
：階
級
に
於
て
消
費
'せ

ら

る
.、
も
の
に
比
す
る
時
は
、比
例
上
遙
か
に
少
な
ー
。

其
所
得
を
支 

出
し
て
、斯
る
高
價
を
以
て
買
ふ
者
は
、ま

.た
：其
購
入
額
に
比
し
て
比
較
的
遙
に
少
數
な
ら
ざ
る 

-

か
ら
す

0

然
れ
ど

.も
彼
等

.の
'購
入
は
、品
質
最

a

の
生
產
物
の

®

格
を
雜
持
し
、又
從
つ
■て
階 

梯
-的

^

他
の
生

.辑

物

：の
1>
1
:價

を

維

：持

し

：て
、
國

土0
所
得
を
增
進
せ
し
ひ
。
然
る
に
地
主
が
不 

生
産

.的
階
級
に
：就
て
：行

6

大
支
出
に
：至

0

ャ
ば
然
ら
ず
。

而

 

豪
奢

(

f

a,
e 

s
b
_ 

s

f
 

c
e
)

ど
虛
飾
の
奢
侈
，
の
差

'違
'
:は
：此
に
存
す
。
前
萆
の
影
響
は
後
者
の
影
麴
の
如
く
恐
る 

、
に
觅
ら
ざ
る
な
ぅ

。

W
ジ
グ
ダ
を
以
て
靑
豌
豆
ニ

'

ソト
ロ
ン
.を
買
ふ
者
は
、代
金
を
農
業
家 

に
支
柳
び
、後
者
は
之
を
耕
作
に
投
じ
て
年
々
の
再
生
産
を
：增
進
せ
し
ひ
。
然
る

.
に
百
リ
グ
グ 

.を

.以
て
金
圖
紐
を
買
ふ
者
は
、代
，金
を
一
勞
働
者

R

支
拂
ひ
、後
者
は

«

一
部
を
外
國
ょ
り
原
料 

を
購
入
せ
ん
が
爲
め
に
投
じ
、僅
か
に
：其
生

«;
,資
料
購
入
の
；爲
め
に
投

#

ら
る
、
自
餘
の

部
分 

.の
み
生
産
的
階
級
に
歸
還
す
る
も
、此
歸
還
も
地
主
が
生
摩
的
跸

m

ね
斌
て
行
ふ
麻
接
の
支
出

:

.

■

第
十
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H
S K
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m
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b

4 
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H
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5 |

主
の
階
；級
ょ
ぅ
生
產
的
階
級
に
支
拂
は
れ
た

る
金
額
の

'一，一

_

+

♦

+

S
の
理
に

0

て
瓦
ち

iE
に
地
主
の
所
得
額
に
等
し
か
る

ベ

し
。
然
れ
ど
も

此

の

{«
く
也
主 

の
所
相
に
等
し
き
純
收
益
の

»

に」

產
出
せ
ら
る

、こ
ビ
を
得
る
は
、地
；主
、農
業
家
及

^

^
エ
^

:

者
の
三
階
級
が
每
細
收
入

.を
折
年
し
て
、：て
を
農
產
物

'の
騰
入
に
、他

.を
エ
業
品
の
耑

\

,:
充

ク
 

る
の

’假
定

.の
下

.に
於

V
.

然
る
事
の
：み
，
苦
し

ft
會
各
階
級
の

T
;業
品
を
買
ふ
こ
ビ
漸
く
多
く 

し
て
、農
產
物
を
買
ふ
こ
ど
尠
き
に
至
ら
ば
、純
收
益
は
漸
く
減
少
せ
.ざ
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
べ
夂 

汉
へ
^
各
階
級
の
工
業
保
に
對
す
る
支
出

.
«加
し
て
、農
産
物
に
對
す
る
支
出
減
少
す
る
こ
と 

.六
分
一
な
ら
ば
、純
收
益
.も
亦
減
少
す
る
こ
ビ
六
分

 

一
«•
る
ベ
し
。

而

し

て

は

听

の

如
 

ぐ
農
產
物
の
購
入
減
少
し
て
本
業
品

 ̂

に
對
し
て
、虛

■飾
.の
奢
侈

{luxe 

d
e

 

.

gtc
o
r
a
t
f

な
る

®

を
用
：ゐ
た
，り
。
玆
に
於

IT「…

.過
度
な
る
虛
飾
の
奢
侈
は
忽
ち
に
し
て
富 

有
な
る
國
民
を
破

.滅
せ
し
む
る
こ
ビ
を
得

」

な：る結
論
を
生

ず
る
な
如

p 

(Tableau 

E
c
g
o
m
f

 e 

に
示
多
る
、
數
宇
の

'
 

想
義
に
魷
て
は
、三
.田
學
會
雜
認
第
十

ニ
卷
第
十
、十

一

號
所
載
三

邊

金

«
、
 

H
a
b
l
e
a
u

 

E
c
o
n
o
m
i
q
u
e

の
附
說

」

後
學
を
益

す

る
こ

€

®

め
て
大
な
卜
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Q
u

e
l

は
I

マ¥

3

a
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e
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l
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ニ

七

六

六

年

六

月
)

に
掲
げ
た
る
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A
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a
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d
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>

こ
ど

.

.と
に
外
な
ら
ざ
る
：な
ら

:0
即
ち
日

C

年
々
貯
蓄
せ
ら
る
、
も
の
は
、年
々
«
消
せ
ら
る

. 

• 

.

.

.

.

.

. 

ノ

、
も
の
ビ
同
じ
ぐ
、又
；殆
ど
之
を
同
時
に
、規
則
軍
し
く
消
費
せ
ら
る
。
然
れ
ど
も
典
‘は
興
な
る 

人
令
に
依
：て
消
，費
せ
；ら
る
、

ff
i

富
者
の
所
得
中
を
の
年
々
費
消
.す

る

所
の
部
分
は
、̂
く 

の̂

合
怠
惰
な
る

#

:

客
及
び

«

婢
の
消
费
す
る
所
と
な

.

り
'而
し
て
此
等
の
人
は
其
消
费
の
後 

に
之
■

を
：償
ふ
ベ
ぎ
！

^

物
を
も
遺
す
こ
と

-

な
し
。
富
者
が
年
々
貯
蓄
す
る
所
の
部
分
は
、利

«|
を 

得
ん

^

爲
め
直
ち
に
：資
本
と
し
て
用
，

.

ゐ
ら
る
：
、
一

に

、同

樣

の

方

法

に

於
T

3 C

殆
.ど
同
時
に 

消
費
：せ
ら
る

 

>

'

も
、之
：を
消
費
す
る「

者
.

は
、勞

«

者
、製
造
考
手
エ
業
奢
の
如

き

別
種
の
人
々
に

し 

て
、其

.

年
々
の
消
費

®

價
値

.

を
.

利
®

ヒ
共
：に
再
生
產
す
。
彼
れ
の
所
#
は
貨
幣
を
以
て
支
挪
は 

る

yi

の
と
想
像
す
べ
し
。
若
し
此
人
に
し
て
其
全
額
を
費
消
せ

.

ん
.

か
、其
全
額
が
購
ふ
こ
と 

を
得
た
る
べ

&

食
物
衣
服
及
び
住
居
は
、第
一
種
の
人
々
の
間
に
分
配
せ
ら
れ
た
る
な
ら
ん

。

■ 

其

】

部
分
を
貯
蓄
す

」
る

€
き
は

"

其
部

.

分
.

は
利
潤
，：を
得
ん
：が

爲

め

此

人
_

身
か
、又
は
他
の
或
者 

に
依
て
資
本
ど
し
て
用
ゐ
ら
.る

る

を

以
て
、是
に
申
て
を
れ
を
以
て
購
ひ
得
べ
き
食
物
衣
服
及 

び
住
宅
は
必
然
後

’

者
，0

爲
め
に
保
留
せ
ら
る
。
消
費
は
同
一
な
れ
ど
も
、消
®
者
は
異
な
る
な 

ぅ
^

j

 

{'3
2

?
1

)。

浪
費
者
の
爲
す
と
こ
ろ
は

5E
に
是
す
相
反
す
。
浪
費
者
は

「

其
支
出
を
.其
所
得
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十
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一二

の
如

.く

有
利
な
ら
す
、如

_何
ビ
衣
れ
ば

•勞
働
者
拟
其
生
：活

.雜
持
の
爲
め
に
高
價
生
產
物
を

1

は 

ず
、從

O

'r
c
-地
主
の
如
く
高
價

_生
產
物
を
產
ず
る
一
良
地
の
價
値
ど
收
入

ビ

0
維
持
に
貢
獻
す
る 

こ

^
な
き
を
以
て
な

b
.。
購
入
の
爲
め
外

®

に
流
出
せ
る
部
分
は
、生
產
物
の

#!
互
突
易
の
行 

は
.る
、
：，諸
國
民
に
於
て
は
、事
實
上
少
く
も
部
分
御
に
は
然
る
が
如
く
、若
し
生
產
的
階
級
に
歸 

還
：せ
ば

§
.

に
，交
篇
運
賃
を
課
せ
ら
れ
、伽
し
て
此
康
は
滅
少
を
來
た
し
て
、{元
全
な
る
歸
還
を
妨 

ぐ
.る
«
ち

€
0」

(oeuvres 

PP, 

3
1
7
1

0 0)

A

f
 Sm

i
t
h

は
本
認
前
號
に
述
べ
た
る
如
、
、國
民
中
生
摩
的
勞
働

R

服
す
る
者
ビ
然
：ら
ざ 

る
者
ビ

0

此
率
は
、資
本
と
所
得

(

利
澗
地
代

7

の
比
率
に
由
て
定
爻
ゎ
、資
本
重
を
占
む
る
啤
は 

.勸
勉

(

產
業

1

と
な
り
、所

:#
重
：を

.占
む
る
と
き

®

惰
行
は
る
。

「

故
に
寶
本
の
增
減
は
自
ら
眞
の 

華
業

*

■
ち
生

.
_產
.的
勞
働
，者
の

*

從
つ
て
其
國
の
土
地
ビ
勞
働
と
の
年
生
產
物
の
交
換
價
«
、
 

即
：ち
其
全
住

K

の
：眞
め
富
ど
所
得
を
增
減
せ
し
む
る
の
傾
あ
れ

」

ど
謂
ふ
も
の
な
り
。
然
る 

y
、」

s
m
i
t
h

に

-#
ベ
ば
、
^

4C
は
節
儉

pars 
一
 m

o
n
y
R

依
て
增
加
し
、浪
費

:&
失
策

ビに
依
&
て
減
少 

オ」
(
v
o
l
.
I

 

p. 

3
2
0
)

.

然
る
：i

玆
：に
：節

儉

；
5

謂
：a
浪

費

ビ

謂

ふ

は.、畢

竟
'人

の
»

費

の

生

產

的

勞.
 

«

者

.を

雜

持

せ

ん

が

爲

め

に

行

は
る

\

 

<

不

生

產

的

勞

働

者

を0

0

せ

ん

が

爲

め
に
行
は
る
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» 
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• 

.

.

.

.從

來
.，國

、際
fi
ff
l
の

琊

論

を

實

際

のjK
況に適するに當つて、
恰好

.の
對
照
を
爲
す
も
の

. 

; ^
英
，吉
利
ど
北
米
合
衆

'® '
の
兩

-國
で

.：*
;
:つた。卜
ち
前

'者は

.
資
本
輸
出
國
ビ
し
て
、年

V

互 

額
の
荆
^
收
溢
爻

諸

外
國
.か
ら
獲

得

す
る
：上
に
、他
の
方
面
に
於
て

も
、®

々
の
偾
權
收
入
を
有 

是

築

ら

«

品

^

^

^

國̂

;p
■

敬
'す
6

.

0

め
に
、自

-£
>
輸
入
超
過
國
ど
爲
れ

；

る
一
方
に
、
 

後

者

，は

外

國

袭

ち

資

本

の:#
#

を
受
け
、之
に
對

_

る
利
拂
を
行
ラ
其
上
に
、債
務
の
期
限
の
來 

%
;■
(
:
.隨つ
-
.
:
^
其
：
«

還

：
シ

：ず

す

：
る
：
も

の

、

■あ
•
る
爲
め

」

に
、自
ら
商

.品
の

;«
出
に
依
つ
て
、之
を
決
濟 

す
石：必

^

^
隹
じ
、撕
く
て
年
來
輸
出
超

;^
國

.^
ら
^
.る
を

/#
な
か

つ
た
の
で

ある
。
合
衆
國 

似

;3
1

^
然
：資
撕
の
豊

«

で
あ

A

之
に
多
少
の

;^
ェ
を
.施
せ

ば
、低
廉

.な
，
る
‘®

用

を

以
つ
て
、其

' 開 

凝
：
*:
行
ひ
、其

.
■
掘
ギ
事
た
も
の
を
利
用
し
て
、

!

個
の
生
產

物

た
ら
し
め
る
を

得

る
、隨
つ
て
低

餚才
%
舞

o

一‘三五五

)

論
‘

觏
.

國
際
贷
借
に
於
け
る
合
衆
_
の

地

位
m

八
璘 
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A

0

一
 

四 

め

.M
;B
I

灼
.に
止

.め
ざ
る
こ
ど

.

.に

侬

つ

、て
、
其.資
本
を
蠶
食
す
。

…
…

生
逾
的
勞
働
の
®
傭
に
充 

彳
ふ
る

べ- p

_

金
を
減
少
せ
し
む
る
，

こ

ビ

に
依
て
、狨
れ

は

、

其
の
左
右
し
得
る
碗
圍
內
に
於
て
、
 

必

.#
>
その

：#
へ
ら
れ
た
る
客
體
の
價
値
を
增
加
咁
レ
む
る
勞
働
の
焉
及
び
興
結
泶

 
<
 
し
て
全 

«

の
土

.驰
及

^

勞

働

-0
■'
?
>其
；住
民
の
眞
の

:®
と
所
得
ビ
を
減
少
せ
し
む
。

‘
 

.

0

し
^

篇

の酿
.
1が
.她
の

^

の

-^
素
に

' 
依
.
て
®
は
る
 
> 

こ
と
な
し

ビせ'
 

ば
、浪
費

1?
谷
\

の
1了
 

%

ね
摩
勉
な

,2
>
#

の
' 
麵
齙
を

以
て

懒
者
を
養

ふ
こ
ど
に

一依

て
、啻

.
:^
其
人
自
身
を
乞
食
た
ら

し 

„

の
み
な
ら
す
、又
其

*

を

:«
困
5

ら
し
む
へ
る
の
傾'*
名

も

の

な

々」

€

0
茲
に
於
て
か
國
高 

:p
/±
■■
i
l
l
.
勞
:«
必
^

產
#

を
以

て

成二る

'
ご、
金
.
A
を
以

て

成
る
ビ
を
問
は
ず

「

各
浪
費
者
は

公
共

の 

: »
, ^
ル
^
务
節

儉
家
.也
公
共
の

恩

人
た
る
が
如
し

」

^

の
結
論
を
生
す
る
な
む
。
而
し

て
此

結 

邊
の

;'
$
.礎
は
、生
產
的
勢
：働
不
生

_

的
勞
働
の

」

區
別
に

.存
す

。

>
d
a
m

 

s
m
i
t
h
.

の
謂
は
ん

w

欲
す 

,:
^

ど
乙

ろ
は

羅

，
竟

生

産

的

勞

働

者

に

依

七

生

產

せ

パ

ら

れ

た

る

亂
富

中
、
生
產
的
勞
働
者
に
«
歸 

す
る

部
分

益
-
々
多
ぐ
し
て
國
富

.の

.
；
增進
益
々
速
か

‘
.な
る
ベ

.
ぐ
、そ
の
不
生
產
的
階
級
に
依
て

m
 

费
.せ

.&
る，

>
 

部
分
，
益
，
々
：多

く

し

；
て

國

取

は

.益

々

減

少

す

ベ

し
，
e

云

ふ

*

に
歸
‘着

す
。

而
し
て 

生
.產
的
勞

.働
の
何

^

る
や
に

.關
す
る
見
解
の
相
異
を
措
：け
ば
，此
は

JE
R

Q
u
e
s
n
a
y

が

T
a
b
l
e
a
u

 

,s
?

c
-t
J
o
m
i
q
u
e

に；依

'
;て
說
叨
せ
ん
ざ
し
：た
る
听
の
原
驵
な
り

。
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